條 | 
HH 
中 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 、 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修 正 し た も の で す 。 操作 方 法 が 分 か ら なく な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと 
か 、 製 品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 場 
合 に お 使い 頂く 事 を 念頭 に 編集 し て お り 、 正 し く お 使い 頂く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ 
て いる 説明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 
一 切 お 受け 致し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 本書 は D - P2 と は 互換 性 が あり ませ ん 。 


沿 、 正 式 な 説明 書 は 無線 機 販売 店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ イ 
ト を ご 参照 くだ さい 。 
http://wwwr.alinco.co.jp/denshi/14.html 


| ////// 4 有り 月 MV ペ 


特定 小 電 力 ハ ン デ ィ ト ラン シー バー 


( 総務 省 技術 基準 適 合 品 ) 


り リ りー ビ 久 2 じ 


取扱 説明 書 


本 2 


アル イン コ の ト 5 し て あり が と う ご ざ 

いま す 。 本 製品 の 機能 を 充分 に 発揮 させ 、 効 果 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 こ 

の 取扱 説明 書 を ご 本 朋 最後 まで お 読み くだ さい 。 ア フタ ー サ ービス な ど 

に つい て も 記載 し て いま す の で 、 こ の 取扱 説明 書 は 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 
また 、 補足 シー ト や 正誤 表 が 入っ て いる 場合 は 、 取扱 説明 書 と 合わ せ て 保管 
し で く だ さい 。 

ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た 時 、 お 役に立ち ます 。 


本 製品 は 免許 ・ 資格 不 要 の 特定 小 電力 無線 電話 と し て 、 各 種 通 信 に お 使い 
だ だ だけ ま す 。 


男 是 還 有 了 し イ つ コ 杯 式 会 社 全 還 還 是 肢 ///// 全 還 


画 通 信貴 離 


本 機 に 採用 され て いる 電波 は 直進 性 が 高い た め 、 間 に ビル や 橋脚 、 
また は 山 や 丘陵 な どの 障害 物 が ある と 通信 で きる 距離 が 短く な り 
まま 6 の 2 

また 、 本 機 は 携帯 性 を 重視 する た め 、 シ ョ ー ト アン テ ナ を 採用 し て 
いま す 。 ロ ング アン テ ナ タ イプ と 比べ る と 通信 距離 が 約 3 割 程度 
短く な り ま す 。 


田 バ ッ テ リ ー セ ー ブ に つい て 


電池 の 消耗 を 防ぐ 機能 で す 。 受 信 待ち 受け 状態 で 約 5 秒間 キー 操作 
が な いと 、 こ の 機能 が 動作 し ます 。 信号 を 受信 する か 、 キ ー 操 作 が 
お こ な わ れる と バッ テリ ー セ ー ブ は 解除 され ます 。 こ の 機能 は 設定 
に より 解除 する こと は で きま せん 。 


$ 目次 $$ ぐ 


安全 上 の ご 注意 「 間 の 守 1 ペン 生 家 る 光 2 で 計 お 0 生ま 4 

使用 前 の ご 注意 ・ 上 ・・ こ ロロ ュ ッッ ーー レー レレ ーー ゥ ーー ツー 8 

目 次 ae 2 2 NNe 250 NN Ne 1 ⑥) 
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/ ーー ター 
1 お 使い に な る 前 に 


層 


本 機 を お 使い に な る 前 に お 謗 み くだ さい 。 


ON 


の 


付属 品 


開 柚 し まし た ら 、 付 属 品 を 確認 し て くだ さい 。 


本 体 -P2C 
イヤ ホン マイ ク 
ネッ クス トラ ッ プ 
取扱 説明 書 ( 本 書 ) 
保証 書 


画 韻 財 開 革 隊 切 画 | 


注意 ・ 保 証書 に 販売 店 に よる 販売 日 の 記載 が な いと 保証 の 対象 外 と な り 、 
修理 は すべ て 有償 と なり ま す 。 記 載 さ れ て いな い 時 は 、 レ シー 
ト な ど 製 品名 と 販売 日 が 証明 で きる 書類 と 合わ せ て 保管 し て 
くだ さい 。 


※ 本 機 は 単 4 形 乾 電池 また は EBP- 68( ニッ ケル 水素 充電 池 ) で 
ご 使用 くだ さい 。 市 販 の 充電 池 を ご 使用 に な っ て の 不具 合 は 保証 の 
対象 外 と させ て いた だ きま す の で ご 了承 くだ さい 。 


乾電池 に 関す る ご 注意 
人 @ 乾 電池 は 、 使い 方 を 誤る と 破裂 や 破損 、 液 漏れ の 原因 と な り ま す 。 
次 の 注意 事項 を 必ず お 守り くだ さい 。 
1. 使用 し た 乾電池 と 新しい 乾電池 を 混ぜ て 使用 し な い 。 
2. 2 本 と も 同じ 種類 の 乾電池 を 使用 する 。 
3. 分 解 、 加 熱し な い 。 
4. 充電 し な い 。 
5. 長期 間 使用 し な いと き は 、 乾 電池 を 本 体 か ら 取り 出し て お く 。 
市 販 の 単 4 形 充電 池 に つい て 
候 容 量 ・ 電 圧 及び その 他 の 仕様 が 弊社 の 製品 と 合わ な い 可 能 性 が あり 、 
故障 の 原因 と な り ま す の で 市 販 の 充電 池 は 絶対 に 使用 し な いで くだ 
さい 。 
念 弊 社 の 充電 器 は 対応 する 弊社 製品 専有 で す 。 市販 の 充電 池 は 容量 や 
構造 の 違い か ら 、 充 電 を お こ な う と 故障 や 事故 の 原因 と な る 可能 性 
が あり ます の で 、 絶 対 に 充電 し な いで くだ さい 。 
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お 使い に な る 前 に 


| 還 電 池 の 入 れ 方 
乾電池 を 次 の よう に 装着 し ます 。 


① カ バー を 開け る 


突起 を 利用 し て 電池 カバ ー を 下方 向 に 
スラ イド させ ます 。 


電池 を 入れ る し 


市 販 の 単 4 形 乾 電池 また は EBP- 68 を 、 ケ ー 7 

ン 電 : ー BP- ス CD 

内 側 の 「 +」、「 -」 の 表示 に し た が っ て 装着 oc ここ 品 
ーー で ーー 


し ます 。 


画 [ 画 | 画 目 


注意 ・- の 向き を 間違え な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 
・ 電池 は 常に 同じ 種類 の 新しい も の で 使用 、 交 換 し て くだ さい 。 
・ 電 池 の 交 換 は 本 体 の 電源 スイ ッ チ を OFF に し て か ら お こ な っ て くだ 
さい 。 


③ カ バー を 閉め る 


ツメ を 合わ せ 、 カ バー を 閉め ます 。 
きち ん と 閉まっ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 
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お 使い に な る 前 に 


( 各部 の 名 称 和 


本 機 の 各部 の 名 称 を 説明 し ます 。 各 部 の は た らき は P 15~P. 16 に 
詳し く . 説 明 じ で いま び 。 


画 前 面部 


音量 DO キー 


注意 ・ ア ン テ ナ を 持っ て 本 機 を ぶら 下げ た り 、 ア ン テ ナ を 曲げ た りす る と 
破損 する お それ が あり ます の で 取扱 い に は ご 注意 くだ さい 。 


弄 上 面部 


ここ に 付属 の ネッ クス トラ ッ プ 
を 取り 付け る こと が で きま す 。 
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イヤ ホン / イン ジ ケ ー タ ー 
マイ ク 端 子 
スト ラッ プ 取 付 
商 二 語 ヒン ジ 


設定 スイ ッ チ 1 


中 語 


電池 カバ ー 内 部 


設定 スイ ッ チ 1 


お 使い に な る 前 に 


設定 スイ ッ チ 2 


グル ー プ トー ク 機 能 設定 


V び X 機 能 設定 


中 継 器 ア クセ ス 音 設定 
コン パン ダー 機能 設定 


エン ド ピー 機能 設定 


CO |IO の | ド IOIND| 一 


ニッ ケル 水素 充電 池 ( EBP- 68) 


! 会 三 ル ビー 
充電 機能 設定 


田 イヤ ホン マイ ク ( マイ ク 部 ) 


設定 スイ ッ チ 2 

1 

2 

3 | チャ ン ネ ル 設 定 

4 

5 

6 | 交互 通話 中継 通 信 設定 

PITT ス イッ チ 


(ロッ ク 機 能 付 き ) 
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お 使い に な る 前 に 


( 各部 の は た らき 和 


本 機 の 各部 の は た らき を 説明 し ます 。 


音量 P キ ー 
音量 を 上 げ る と き に 使用 し ます 。 押 すご と に 1 段階 ずつ 変化 し ます 。 


音量 DO キー 
音量 を 下げ る と き に 使用 し ます 。 押 すご と に 1 段階 ずつ 変化 し ます 。 


メモ  ・ キ ー を 押す と 「 ザッ 」 と いう 音 が 聞こ えま す の で 最適 な 音量 に 調節 し て 
くだ さい 。 
・ 安 全 の た め 、 キ ー を 押し 続け て も 音量 は 変化 し な いよ うに な っ て いま す 。 
適切 な 音量 に な る まで キー 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 
・ 電 源 を OFF( また は 電池 を 交換 ) する と 、 音 量 は 初期 値 に 戻り ます 。 


口 イヤ ホン / マ イク 端子 ( の 25 
付属 の イヤ ホン マイ ク を 接続 し ます 。 


メ モ ・ 付 属 の イヤ ホン マイ ク の イヤ ホン は 左右 どちら の 耳 で も お 使い に な れ 
ます 。 イ ヤ ホ ン 部 分 を 回 転 させ て 耳 に 合う よう に 調整 し て くだ さい 。 


口 イン ジ ケ ー タ ー( 赤 ラ ンプ ) 
電源 を 入れ る と 点灯 し ます 。 
電池 容量 が 減少 する ( 電池 の 交換 時 期 が 近づく ) と 点滅 し ます 。 
P12 を 参照 し 、 電 池 を 交換 し て 下さ い 。 
口 電源 スイ ッ チ 
左 方 向 に スラ イド させ る と 電源 が 入り ます 。 
( 電源 が 入っ た こと を 知ら せる 「 ピポパ 」 音 が 鳴り ます ) 


口 設定 スイ ッ チ 1( 8 極 ) 
各種 機能 を 設定 する と き に 使い ます 。( P 20~P. 25) 


口 設定 スイ ッ チ 2( 6 極 ) 
チャ ン ネ ル を 設定 する と き に 使い ます 。( P 18~ て P 19) 
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お 使い に な る 前 に 


口 PT スイ ッ チ ( ロッ ク 機 能 付 き ) 
押す と 送信 し ます 。 
PIT スイ ッ チ を 押さ ず に 上 側 に スラ イド させ る と 連続 送信 状態 に 
な り ま す 。 戻す と 受信 待ち 受け 状態 に な り ま す 。 


回 "用 旧 ダグ 


マイ ク ユ ニッ ト 背面 の クリ ッ プ で 操作 し や すい 場所 に 装着 し て 
ご 使用 くだ さい 。 
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お 使い に な る 前 に 


( 特定 小 電 力 の 通信 制限 に つい て J 


特定 小 電 力 ト ラン シー バー は 、 特 定 の ユー ザー が チャ ン ネ ル を 独占 し た 
り 、 他 の 通信 を 妨害 で き な い よう に する た め 、 総務 省 の 規定 に より 通信 
に 制限 が 設け られ て いま す 。 こ の 仕様 は 特定 小 電 カ 力 ト ラン シー バー に 
共通 で 、 設 定 に より 解除 する こと は で きま せん 。 


ロ 3 分 制限 ( 3 分 以上 は 連続 で 通信 で きま せん ) 
送信 、 受 信 合 わせ て 3 分 以内 で す 。 


1 0 秒 前 に 警告 音 が 鳴り ます 。 
通信 時 間 が 合計 3 分 に な る と 自動 的 に 送信 は 停止 し ます 。 


注意 .・3 分 の 通信 時 間 制 限 に より 、 自 動 的 に 通信 が 止ま っ た 後 は 、 約 2 秒 
た た な いと 次 の 送信 は で きま せん 。 


ロロ キャ リア セン ス ( 受信 中 は 送信 で きま せん ) 


一 定 の 強 さ 以上 の 信号 を 受信 し て いる と き は イヤ ホン マイ ク 
の [ PT] キー を 押し て も 送信 で きま せん 。 

受信 中 に [ PT] キー を 押す と アラ ー ム 音 が 鳴り 、 送 信 で き な い 
こと を お 知ら せ し ま す 。 
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グ 


スイ ッ チ の 設定 方 法 


スイ ッ チ を 設定 する 前 に お 読み くだ さい 。 
Se 
2 較 三 ヽ 
に チャ ン ネ ル の 設定 方 法 


チャ ン ネ ル の 設定 方 法 に つい て 説明 し ます 。 
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本 機 は 他 の 特定 小 電 力 ト ラン シー バー と も 交互 通話 用 チャ ン ネ ル で 


基本 的 な 交信 が で きま す 。 


口 交互 通話 用 チャ ン ネ ル の 設定 
設定 スイ ッ チ 2 の 倒し 方 の 組合 せ で 、9ch 方 式 の LO1ch 一 LO9ch 


と 11ch 方 式 の BOD1chB11ch に 合わ せる こと が で きま す 。 


ai 二 g 基 be 攻 画 四 (9 


上 ま 平 補 FTF 下 エ ETf 


男 LO1 「 昨 | 
H 
LTITTT ロ ロロ LTLTITT 丁 本 
面 加西 章 西 唱 西 叶 丁半 本 EE 5 IS IS PB 0 SM! 
邊 LO2 | 周 購 因 
LTITT ロ ロゴ 本 に ET E 下 ま 
「 画 瑞 画 較 画 半 画 画 間 画 | I 画 章 画 較 画 章 画 画 半 画 | 
財 四 L03 || 
四 
ド + 姜 直し #L【-『 す I 画 末 層 紀明 森本 困 宮 開 王 ! 
TREE だ た に EEET ETT- に ETFE EL 
四 LO4 | 財 
H 
ロロ ロロ 本 T ロ ロロ ロロ 
I 画 回 画 半 画 半 画 喘 画 | I 画 | I 画 | LeE き 
還 | | 由 L05 還 | | 四 


LO06 


L07 


LO08 


LO9 


BO1 


ロロ ロロ ロロ 


FLTHITITTT 


還 財 | | 財 BO2 軒 
1 中 上 Ep IE Sr RE Pu PP 555 LTILTLTTTTTT 
に も FT FEET に ザキ オイ I 画 半 画 章 画 剛 画 曽 画 章 画 | 
国 四 BO3 | 帳 軒 
則 NII 
ETETTT TFT ロロ ゴロ 本 
ルル キト - に 4 sk I 画 症 間 西 問 醒 員 本 叶 画 | 
還 | | 還 財 BO4 軒 
TT ロ ロロ LTLTLTTTTTT 
に TP: キ オオ ジス 和 1- に で ドキ に トト た すり ド 半 上 平 生玉 半 記 
岬 財 四 BO5 | 賠 財 ||| | 
四 
ただ わ お CE だ に YOT で に 写 も に ET LE 半 エ 3 
I 画 軸 画 半 画 半 画 半 画 間 画 | を 補 全 モ ザ イ オキ よ 
四国 還 還 BO6 | 由 


BO7 


B1O 


B11 


メモ ・ ス イッ チ の 切り 替え に は ペン 先 の よう な 先端 の 丸い も の を お 使い くだ 
さい 。 ナ イフ の よう な 鋭利 な も の で は スイ ッ チ を 破損 し 、 故 障 の 原因 と 
な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


・ 無効 な 組合 せ ( 設定 ) の 場合 は 、 強 制 的 に 「 LO1ch」 と な り ま す 。 


・ 異 な る 特定 小 電 カト ラン シー バー と 通話 する 場合 、 そ の 機種 が 特有 の 
機能 や 音声 調整 回 路 を 持っ て いる と 正しく 動作 し な いこ と が あり ます 
が 本 機 の 故障 で は あり ませ ん 。 
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スイ ッ チ の 設定 方 法 


口 中 継 通信 用 チャ ン ネ ル ( 周波 数 帯 A 440M 帯 送信 ) の 設定 
直接 の 通信 で は 電波 が 届か な い 場 所 に いる 相手 と 、 中 継 器 を 介し て 


通信 する こと が で きま す 。 弊社 製 の 交 


で す 。 


互 通 話 用 中 継 器 が 別途 必要 


設定 スイ ッ チ 2 の 倒し 方 の 組合 せ で 、9ch 方 式 の L10chーL18ch と 
11ch 方 式 の B12ch~B29ch に 合わ せる こと が で きま す 。 


LTTTLTTT 


メモ ・ 無 効 な 組合 せ ( 設定 ) の 場合 は 、 強 制 的 に 「 L10ch」 と な り ま す 。 
・ お 使い に な る 中継 器 の 設定 を ご 確認 < く だ さい 。 
中 継 器 側 の 周波 数 帯 は 本 機 と は 逆 の 「 Bl 【 


上 旧 | LIO | | 
E 下 た ET LT 1 まま: す 
iR Et ee 8 Sm 芝 ' ia Ne iri Bb Tk に tt た 上. に ト に ビ ) 丘 1 
四 表 | 上 | | 出 | | 回 | 四 
LTT ロ THTTT 本 が 導 定 JlF1SF ド に ポ よ す 4 ニ t 
に だ 3 暫 に に 年 【 ID Wei BS 5 Eb 9 9 8 
目 目 L12 | | 四 
ICE WE EE 5 9 (OE | 陣 PC 5 MP PCE 
ドキ オ リザ 寺 すり 全 も た 必 ホ も た 
罰 | | 因 | 上 13 | 財 還 | || | 財 

し ド ま : は 下 字 中 1 よ す 革 二 も モナ 
To FT < を: 本 | に に だ T マ [ 1 エゴ セ 邊 Tー4 
旧 | 農 | | | 農 | 上 I4 則 還 | | 財 
放 言 醒 半 喝 時 馬 弄 店 琴 ! トド だ FT 還 写 ) 
だ 半 - 平 9 まれ 半生: Tk うそ す 征 下 年 上 王 
| L15 田上 | | 財 
まま ミト | 嘩 陣 田 呆 恨 國 呆 本 思 避 記 
TNC Wa Sg が MCA EN Wa pt に に 民 上 に 1:F ギ 
目 目 四 L16 財 財 | | 還 


LTLTLTTTTT 


L17 


L18 


BI2 


BI3 


BI4 


BI5 


BI6 


則 較 還 目 | | 上 | BI/ 四則 | | 還 四 
LTILTT ロ 本 も ヒト モル イエ も T 1 
1 加 pi (| mg (El Ci 5 5 区 gm ! 1 TTFET た 下 代 【 
罰 央 | BIS | 周 硬 田 | | 田 四 
LTITT ロ ロロ 可 を セ よ す 、 たち 
た EEE た だ ドド キキ 1 3 あり ii は 5 に 
| 凡 財 | BI9 還 四 
LTLTLTLTTTT LTLTLTTTTT 人 本 
st エイ オド 上 本 ET ET ETEL 生 上 1 宇 
| | | 財 四 | BO | 帳 | || | 較 国 四 
Tk も ド 省 : ま 正本 LT LT LTTT 
お] に NT 2T- も ほ L キッ ピー:T= キ 下 オ 
罰 | | 農 上 | BZI 旧 | | 農 還 四 
kl 2klr E+ に 直下 開 配 束 出 酸 司 間 明 虹 本 | 
た 全 E た 拓 壮 ド 下 4 互生 に hk ま - 1 玉 - 和 
岬 | | 財 財 | BZ | 財 岬 | 還 上 
民 紗 構 中 思 明 鶴 臓 較 硝 吾 ! た また: に (本 再 ま 北 da 
5 科 cC 8 5K MA in 5 り 
購 | | 財 | | 還 | B23 


ー ミル ーー 


こ 下 息 


し ます 。 


B24 
B25 
B26 


B27 
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スイ ッ チ の 設定 方 法 


放 グル ー プ ト 一 ク 機 能 の 設定 方 法 
同じ グル ー プ の 人 と だ け 通 話し た いと き は グル ー プ トー ク 機 能 を 設定 
し ます 。 こ の 設定 を 行う と 、 同 じ グ ルー プ 番 号 が 設定 され た 信号 を 受信 
し た 時 だ け イ ヤ ホ ン から 音声 が 聞こ えま す 。 


口 グル ー プ 番号 ( 7 種類) 
設定 スイ ッ チ 1 の 1 番 ~-3 番 ピン の 倒し 方 の 組み 合わ せ で 、 
グル ー プ 番号 1 一 7 の 中 か ら 任意 に 設定 する こと が で きま す 。 


I 画 半 画 問 本 部 本 敵 画 敵 画 男 画 装丁 | 


| グル ー プ 設定 な し | 


『 | 8 グル ー プ 番号 4 


日 
日 
日 
日 
日 
日 
日 
日 


H 
H 
加 
H 
加 
H 
H 
品 


グル ー プ 番号 5 


| 開 グル ー プ 番号 1 MI MI 


| グル ー プ 番号 2 | ml | グル ー プ 番号 6 


H 
H 
加 
H 
加 
H 
品 


| グル ー プ 番号 3 M 四 | グル ー プ 番号 7 


Hh 


ロロ ロロ ロロ 


メモ  ・ 他 の 特定 小 電 カト ラン シー バー の グル ー プ ト 一 ク 機 能 の グル ー プ 番号 
1 て 7 と 共通 で す 。 
・ グ ルー プ ト 一 ク は トーン スケ ル チ と 呼ば れる こと も あり ます 。 
・ グ ルー プ ト ー ク 機能 を 設定 し て いな い ト ラン シー バー は 通話 音 は 聞こ 
えま す が 、 グ ルー プ ト 一 ク 機 能 を 設定 し て いる トラ ン シ ー バ ー と 通話 
の KICSDDG SI ま : 村 /6 ら 
・ こ の 機能 は 秘話 機能 で は あり ませ ん 。 


2Z0 


トマ プス 


スイ ッ チ の 設定 方 法 


し VO 能 の 設定 方 法 | 

「 PTT」 キ ー を 押さ な く て も 、 マ イク に 話す だ け で 自動 で 送信 する こと 
が で きま す 。 話 を や め る と 自動 で 受信 待ち 受け 状態 に な り ま す 。 

ハン ズ フ リー で の 通話 が 可能 に な り 、 両 手 が 使え な いと き に 便利 で す 。 
初期 状態 で は F に 設定 され て いま す 。 


本 機 で は イヤ ホン マイ ク の PIT スイ ッ チ を ロッ ク (※) す る こと に より 、 
VCX 機 能 が 有効 と な り ま す 。 


※PTT ス イッ チ の ロッ ク 方 法 
PTT ス イッ チ を 押し 込ま ず に 「 カチ ッ 」 と 音 が する まで 上 側 に スラ イ 
ド さ せま す 。 


設定 スイ ッ チ 1 の 4 番 ピ ン を QX 上 側 ) に する こと に より 、 VC び X 機 能 
を Q① に 設定 する こと が で きま す 。 


VO 尼 能 OFF 


ノ 


MI 


・ VOX 機 能 は 一 部 の オプ ショ ンマ イク で は 使用 で きま せん 。P 28 の オプ 
ショ ン 一 覧 表 を ご 覧 くだ さい 。 

・ VC 感度 は 固定 に な っ て いま す 。 感 度 調整 する こと は で きま せん 。 

・ 周り の 環境 音 が 大 きい と 音声 以外 で 送信 し て し まい 、 こ の 機能 が 使え 
な いこ と が あり ます 。 

・ 通話 を 始め て も 送信 する まで に 多少 時 間 が か か る た め 、 音 声 が 途切れ る 
場合 が あり ます 。 


| 


スイ ッ チ の 設定 方 法 


y 中 継 器 ア クセ ス 音 の 設定 方 法 
中 継 通信 用 チャ ン ネ ル 使 用 時 、 中 継 器 に アク セス する 際 に 鳴る ピピ ッ 」 
音 を 鳴ら な いよ うに 設定 する こと が で きま す 。 

初期 状態 で は Q に 設定 され て いま す 。 


設定 スイ ッ チ 1 の 5 番 ピ ン を QN 上 側 ) に する こと に より 、 ア クセ 
ス 音 が 鳴ら な いよ うに する こと が で きま す 。 


中 継 器 ア クセ ス 音 


上 中 継 器 ア クセ ス 音 OFF 


ンク 


スイ ッ チ の 設定 方 法 


コン パン ダー 機能 の 設定 方 法 | 
コン パン ダー 機能 を 設定 する と 、 音 声 通話 の 明瞭 度 を 上 げ る ( バッ ク 
ノイ ズ を 大 幅 に 軽減 させ る ) こと が で きま す 。 

初期 状態 で は OF に 設定 され て いま す 。 


設定 スイ ッ チ 1 の 6 番 ピ ン を QN 上 側 ) に する こと に より 、 コ ン 
パン ダー 機能 を Q① に 設定 する こと が で きま す 。 


コン パン ダー 機能 OFF 


注意 ・ コ ン パ ンダ ー 機 能 の な い ト ラン シー バー と 通話 する 場合 は 、 コ ン パ ン 
ダー 機能 を CF に 設定 し て くだ さい 。 
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スイ ッ チ の 設定 方 法 


、 


エン ド ピー 機能 の 設定 方 法 | 


送信 が 終わ っ た こと を 相手 に 知ら せる 「 ピッ 」 音 の QVCF を 設定 する 
こと が で きま す 。 初期 状態 で は の に 設定 され て いま す 。 


口 設定 スイ ッ チ 1 の 7 番 ピ ン を に する こと に より 、 エ ンド ピー 機能 
を CF に 設定 する こと が で きま す 。 


メモ 


エン ドビーQ①\ 


中 | エン ド ピ ーFF 


・ エ ンド ピー を F に 設定 し て も 次 の 音 は 鳴り ます 。 


人 @ 電源 が 入っ た こと を 知ら せる 「 ピポパ 」 音 (P 15) 
念 3 分 通信 制限 10 秒 前 の 警告 音 」 と 2 秒 休止 中 の アラ ー ム 音 」(P 17 
@ キャ リア セン ス 中 の 「 アラ ー ム 音 」(P 1 カ 
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スイ ッ チ の 設定 方 法 


半 ニッ ケル 水素 充 電池 ( EBP- 68) 充電 機能 の 設定 方 法 / 


オプ ショ ン の 充電 器 ( EDC 153 で ニッ ケル 水素 充電 池 ( EBP- 68) を 充電 
する こと が で きま す 。 
充電 時 間 は 約 10 時 間 で す 。 初期 状態 で は F に 設定 され て いま す 。 


口 設定 スイ ッ チ 1 の 8 番 ピ ン を QN( 上 側 ) に する こと に より 、 充 電 
機能 を QN に 設定 する こと が で きま す 。 


LTITITIITITITITITI 


メモ ・ ニ ッ ケ ル 水 素 充電 池 ( EBP- 68) を 長期 間 使用 し な い 場合 は 、 常 温 付 近 
で 保存 し 、 6 ヶ 月 に 1 回 は 満 充 電 を お こ な っ て くだ さい 。 


注意 ・ 単 4 形 乾 電池 装着 時 に は 絶対 に QQ に し な いで くだ さい 
液 漏 れ や 発熱 、 破 裂 を 起こ し 、 事 故 や 故障 の 原因 と な り 


59 
充電 時 は 必ず トラ ン シ ー バ ー 本 体 の 電源 を CFF に し て 
くだ さい 


誤っ た 操作 に より 起き た 不具 合 は 、 保 証 の 対象 外 と な り 
ます の で ご 了承 く だ さい 


っ 


2 
つ 付 録 
本 機 の 補足 事項 に つい て 記載 し て いま す 。 


ぶ 。 
2 
いこ 


圏 レレ ジャー チャンネル 


交互 通話 用 チャ ン ネ ル 


チャ ノ ネ ル | 送受 信 周 波 #[ Mk] 
LO1 422 2000 
L02 422 2125 
LO03 422 2250 
LO04 422 2375 
LO5 422 2500 
LO6 422. 2625 
LOZ 422 2750 
LO8 422 2875 
LO9 422 3000 


中 継 通信 用 チャ ン ネ ル 


チャ ノ ネ ル | 受信 周波 数 Mk] | 送信 周波 数 Mk] 
L10 421. 8125 440. 2625 
L11 421. 8250 440. 2750 
L12 421. 8375 440. 2875 
L13 421. 8500 440. 3000 
L14 421. 8625 440. 3125 
L15 421. 8750 440. 3250 
L16 421. 8875 440. 3375 
L17 421. 9000 440. 3500 
L18 421. 9125 440. 3625 


ZO 


圏 ビジ ネス チャ ン ネ ル 


交互 通話 用 チャ ン ネ ル 


チャ ノ ネ ル | 受信 周波 数 ME] 
BO1 422. 0500 
BO2 422. 0625 
BO3 422. 0750 
BO4 422 0875 
BO5 422 1000 
BO6 422. 1125 
BO7 422. 1250 
BO8 422. 1375 
BO9 422 1500 
B10 422. 1625 
B11 422 1750 


中 継 通信 用 チャ ン ネ ル 


チャ ノ ネ ル | 受信 周波 数 Mk] | 送信 周波 数 . Mk] 
B12 421. 5750 440. 0250 
B13 421. 5875 440. 0375 
B14 421. 6000 440. 0500 
B15 421. 6125 440. 0625 
B16 421. 6250 440. 0750 
B17 421. 6375 440. 0875 
B18 421. 6500 440. 1000 
B19 421. 6625 440. 1125 
B20 421. 6750 440. 1250 
B21 421. 6875 440. 1375 
B22 421. 7O000 440. 1500 
B23 421. 7125 440. 1625 
B24 421. 7250 440. 1750 
B25 421. 7375 440. 1875 
B26 421. 7500 440. 2000 
B27 421. 7625 440. 2125 
B28 421. 7750 440. 2250 
B29 421. 7875 440. 2375 


付 録 


2/ 


付 録 


し トーン 周波 数 一 覧 


画 グル ー プ 番号 トー ン 周 波数 一 覧 


番号 周波 数 [ 
1 67.0 
2 71.9 
3 74.4 
4 77.0 
5 79.7 
6 82 5 
7 85. 4 


オプ ショ ン 一 覧 | 


/ ハ 


EME- 28 イヤ ホン マイ ク ( 耳 掛け タイ プ D-PCC 付 属 品 ) 
EME- 2 イヤ ホン マイ ク ( タイ ピン 型 ) 
EME- 24 イヤ ホン マイ ク ( タイ ピン 型 カ ー ル コー ドイ ヤ ホ ン ) 
EM5- 60(* ]) スピ ー カ ー マ イ ク 
ESC 43 キャ リン グ ケ ー ス ( 背面 クリ ッ プ 付き ) 
EBP- 68 ニッ ケル 水素 充電 池 ( 1.2V 920nAh 単 4 形 ) x2 
* EDC153A 標準 充電 器 セ ッ ト ( ツイ ン 型 ) 
* EDE153R 連結 スタ ンド (ツイン 弄 ) 
* EDC 153A に 3 台 の 連結 スタ ンド ( EDC 153R) を 連結 し て 、D - PCC を 
最大 8 台 ま で 同時 に 充電 する こと が で きま す 。 
( 充電 池 EBP- 68 は 、 単 体 で 充電 する こと は で きま せん 。) 


(*1) EM5- 60( スピ ー カ ー マ イ ク ) は 、V び OX 機能 が 使用 で きま せん 。 
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付 録 


、 


故障 と お 考え に な る 前 に 


本 機 が 故障 か な ? と 思っ た ら 、 ま ず こ ちら を お 読み くだ さい 。 


症 大 原因 処置 
電源 が 入ら 電池 の 入れ 方 が 電池 を 正しく 入れ 直し て くだ 
な い 。 間違っ て いる 。 さい 。 
電池 が 消耗 し て いる 。| 新しい 電池 と 交換 し て くだ さい 。 
充電 池 を 充電 し て くだ さい 。 
音 が 出 な い 。 | 音量 が 低 す ぎる 。 適切 な 音量 に 設定 し て くだ さい 。 


受信 し な い 。 


( P 15) 


相手 と チャ ン ネ ル 


が 違う 。 


同じ チャ ン ネ ル に 合わ せ て くだ 
さい 。( P 18 て P 19) 


相手 と 距離 が 離れ 場所 を 移動 し て か ら 交 信 し て く 

すき で いる 。 だ きも yo 

グル ー プ 番号 が グル ー プ 番号 を 合わ せ て くだ 

違う 。 さい 。( P 20) 

送信 で き な い 。| 信号 を 受信 し て いる 。| 信号 が な く な っ て か ら 送信 する 

か 、 チ ャ ン ネ ル を 変更 し て くだ 
さい 。 

通信 制限 時 間 を イヤ ホン マイ ク の [ PTT] キー を 

超過 し て いる 。 離し 、2 秒 た っ て か ら 送信 し て く 


だ さい 。( 旧 1 の 


V び 機能 が PT スイ ッ チ を ロッ ク | PIT スイッチ を ロッ ク し て くだ 
動作 し な い 。 5 で や が い 。 さい 。( P 21) 

充電 し な い 。 充電 端子 が 汚れ て い | 本 体育 面 の 充電 端子 、 充 電器 側 の 
(オプ ショ ン る 。 充電 端子 の 汚れ を 乾い た 布 で 拭 


充電 器 使 用 時 ) 


さき 取っ て く だ さい 。 


電池 が 消耗 し て いる と 、 ま れ に 誤動作 する こと が あり ます 。 
新しい 電池 に 交換 、 ま た は 充電 池 を 充電 し て くだ さい 。 


画 製造 中 止 製 品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 
製造 中 止 製品 に 関し て は 、 下記 の 一 定期 間 、 補修 用 部 品 を 常備 し て い 


ます 。 


不測 の 事態 に より 在庫 が な く な る 場合 も あり 、 修 理 が で き な い こと も 
あり ます の で ご 了承 くだ さい 。 
※ 補 修 用 部 品 の 保有 期間 は 、 製 造 中 止 後 5 年 で す 。 
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付 録 


定 格 


受信 居 波数 | レジャー チャンネル | 422 2000~ こ 422. 3000Mk( 送受 信 ) 
421. 8125- 421. 9125ML( 受信 ) 
440. 2625- 440. 3625ML( 送信 ) 
(12 5KL な 97) 

ビジ ネス チャ ン ネ ル | 422 0500 こ 422. 1750M( 送受 信 ) 
421. 5750--421. 7875ML( 受信 ) 
440. 0250~440. 2375ML( 送信 ) 
(12 5KE な 7 ) 


電波 型式 F3E( FM 

送信 止 カ 10mW 

受信 式 ダブ ルズ ー パ ー ベ テロ ダイ ン 
受信 局 度 - 14dB ん 以下 ( 12gB SI NAD 

中 間 情 波数 1st IF 21.7Mk / 2nd IF 450K セ 
音声 は カ 50nW 以 上 ( 8<2 負荷 時 ) 

通信 式 単 信 方 式 、 半 複 信 方 式 

定格 電 圧 PD2 4VcDC3. OV 

消費 電流 送信 時 約 60nA 


受信 定格 出力 時 約 60A 

受信 待ち 受け 時 ( 平均 ) 約 15nA 
動作 洗 度 範囲 | - 10C て +50C 

回 本 54(WX 75(HX 15(D nm( 突起 物 除く ) 
アン テ ナ 長 さ 60mm 

約 98g( 乾電池 ・ イ ヤ ホ ンマ イク 含む ) 


重 


臣 


※ 仕 様 ・ 定格 は 予告 な く 変更 する 場合 が あり ます 。 
@ 本 書 の 説明 朋 イ ラス ト は 、 実 物 と は 異な る こと が あり ます 。 


久本 書 の 内 容 の 一 部 、 ま た は 全部 を 無断 転載 する こと は 禁止 され て いま す 。 
乱丁 、 落 丁 は お 取り 替え いた し ます 。 
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